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リース取引の会計処理



１．リース取引とは何か？また、その分類についてまとめてみよう(P130 ）

⑴リース取引
とは？（P130）

⑵リース取引の
分類（P130）

（ ）リース取引
（P130・P131） ⑶会計処

理の⽅法
（P132）（ ）リース取引

（P130・P131）

【参考】
ファイナンス・リース取引
の分類（P131）

（ ）ファイナンス・リース取引

（ ）ファイナンス・リース取引

ファイナンス・リース取引に
分類される２つの要件

第１：

第２： ①現在価値基準
②経済的耐⽤年数基準

「所有権移転」か「所有権移転外」かを
判定する基準

所有権移転と判定される契約上の条件



論 点 リース取引の賃貸借処理と売買処理 （P 132〜P 138  ）

仕訳例の⾦額
・リース期間５年、リース料は年額12,000円、総額で60,000円（コピー機）
・リース料の⽀払いは、毎年3⽉末払い（決算⽇3⽉末）、利息は定額法
・リース資産の⾒積現⾦購⼊価額50,000円（経済的耐⽤年数５年）

会計処理⽅法 ①オペレーティング・リース取引の
場合（賃貸借処理）設例8-3

②ファイナンス・リース取引の場合
（売買処理）〜利⼦抜き法  設例8-1

１.期中の仕訳
リース開始時
（P 138・P 133)

借⽅ 貸⽅ 借⽅ 貸⽅

２.期中の仕訳
リース料⽀払い
（P 138・P134  )

＜上記１.〜２.における仕訳例の⾦額の集計する＞
T勘定（総勘定元帳）を使って仕訳の⾦額も集計してみてください。

２．リース取引の期中までの仕訳を書き出して、⾦額を集計してみよう(P132 ）

＜①オペレーティング・リース＞ ＜②ファイナンス・リース＞

⽀払リース料 リース資産 リース債務 ⽀払利息



・リース期間５年、リース料は年額12,000円、総額で60,000円
・毎年3⽉末払い（決算⽇3⽉末）
・リース資産の⾒積現⾦購⼊価額50,000円（経済的耐⽤年数５年）

リース料の総額



決算整理「前」残高試算表（一部）
× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

＜残⾼試算表を作成する＞
１〜２.期中仕訳までを反映した「決算整理前残⾼試算表」を作成してみてください。

論 点 ファイナンス・リース取引の減価償却（P133）

仕訳例の⾦額 耐⽤年数５年、残存価額ゼロ、定額法、間接法

会計処理⽅法 ①オペレーティング・リース取引
の場合（賃貸借処理）

②ファイナンス・リース取引の場合
（売買処理）

３.決算整理仕訳
（P 136・134 )

借⽅ 貸⽅ 借⽅ 貸⽅

計算⽅法：

３．決算整理仕訳を書き出して、⾦額を集計してみよう(P 133・P134 ）

〜①オペレーティング・リースと②ファイナンス・リースの両⽅



＜上記３.における仕訳例の⾦額の集計する＞
T勘定（総勘定元帳）を使って仕訳の⾦額も集計してみてください。

決算整理後残高試算表（一部）
× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

＜残⾼試算表を作成する＞
「決算整理後残⾼試算表」を作成してみてください。

⽀払リース料 リース資産 リース債務 ⽀払利息

減価償却費 減価償却累計額



ここで質問です。 ファイナンス・リース取引の
下記の仕訳の意味はなんですか？

リース資産 ×× リース債務 ××




